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今 k-苦 言 (m,nは恥 絹 な整数)とと ∴ 千 二I-:
? ? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? 〜










これ らの構成系の 七ransfermaもri女を iQ憤)(p-1,2,-A)とすれば
･.､I,t'7:l二･=
(1･ik,exp(ikpe) ifkeXp←ikpe)
-1E exP(ikpe) (- 主意)exp←ikpC).Ⅴ
Q厨の固有値方程式は








行列 Q個の固有ベク トルの成分比であるSink.poin七と SOurCepoint













二三三 チ 三 三 三二 二 1-:1:-I,I-;_I-:-,_;:_=-_三二 IT :,-I--:'-1-
この約束のもとでは(7)式は
となる｡ cosa配 意 - 町 1-5:0







C.sa皿in∴塑 k)血 ｡min+1=｡2k (12)
を満足するⅤ(C)図 よbも大なる任意のVに対 して､kはすべての構成系に共通
な gapに属 している.
Hori-1LAatsudaの定理を使 うためには､Ⅴ≧Ⅴ(C)図 に対 して､0urCe-
phase inもer讐 l減 )と三Bink-準 苧 intervali樫iとが互に重な ら



















C馴 血 山東 smanin=A<-1なので





故に (14)は下の符号に対 しては常に負となb､上の符号に対 しては､はじめ
_Ⅴ
正で一首=taBaminで符号をかえる｡ Ⅴ-+-になるにつれそ
したがって､Ⅴ-Ⅴ(軸 で 標 1n は一致し､Ⅴあ増加と共に単位円野卑反対_.Lー
方向に動き､ 控1nは+方に8+nlnは一方に近づ くことになるO(Fig･Do
















であるか ら､ (15) 式は下の符号に対 しては常に負､上の符号に対 しては､は
Ⅴ ,
じめ正であるが 一首 -tanaで符号を変えるo α-平準なるに? れセ ej=--1･～
従って 8+一一千,8:>+花になるO-
以上によって､ Ⅴ≧Ⅴ(軸 ,a>触 nに対 しては 8_mln,♂+mlnは単位円周
上はなれて位置 してお力､ ctの変化につれて SJ ∂+はますます離れる方向に
動いてゆ くことがわかる｡(Fig.2)












上述のように､言 了 とい､う形をも､軸 の各値綿 して顧 値Ⅴ(Ci(A)が きまb
v≧Vtc)なるVに対 してそのkはspeoialenergyを与える. kpeを 0<α偵
一6■3-
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c的 in一芸 (近)血 症 n-- 1
で決定される｡即ち
言ヽ














の等 しいときはnが,)､さい毒浅h p〇七enも.ialで SPeCialenergyとなる｡
上の計算では負のPOtenもia1-V を仮定 したが正のポテンシャル十Ⅴを用い
て もformaL には全 く同 じ結果が得 られる｡ -■
4 FinaユRe甲Plrk
2原子KronigrPenny モデル ､ 即ちポテルシャルの間隔が一定で､ 2種類
のポテンシャルJIAと-VBが randoiTn-に並んでいる場合にも,special
energyが存在 し､AgaGy及びBorland5)が計算 した2原子 KTOnigrPe_n-
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